
審議会等の会議の概要の記録 

会議の名称 令和４年度 第２回甲州市介護保険運営協議会 

開催日時 
書面による会議 

書面発送日 令和４年８月２５日（木） 

開催場所 書面による会議 

議題 

（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査について 

（２）在宅介護実態調査について 

（３）その他 

審議概要 

別紙のとおり 

事務局に係る事項 

甲州市役所 介護支援課 介護保険担当 

ＴＥＬ ０５５３－３２－５０６６ 

ＦＡＸ ０５５３－２０－６１６７ 

その他 

 

 

  



令和４年度 第２回甲州市介護保険運営協議会（書面開催）審議結果 

 

令和４年８月２５日 書面による審議依頼 

令和４年９月１５日 回答期限 

 

回答委員 12名（委員総数 12名） 

被 保 険 者 代 表  鶴田甲敬委員、深田信子委員、深澤 告委員、荻原五十鈴委員 

医師会・指定事業者代表  加田顕秀委員、早乙女修一委員、手塚友則委員、岩波充宏 

公 益 代 表 委 員  中村 功委員、岡村久美子委員、雨宮正明委員、中村文雄委員 

〔名簿順〕 

 

 

議題１ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査について【審議】 

    〇調査票案について意見聴取 

１）国の方針を踏まえ、第 8期に実施した調査内容と基本的に変更しない 

     ２）コロナの影響を反映できる回答項目を追加 

審議結果 異議なし   12名 異議あり   0名 

質問・意見等  別紙に記載 

 

議題２ 在宅介護実態調査について【審議】 

    〇調査票案について意見聴取 

     １）国の方針を踏まえ、第 8期に実施した調査内容と変更しない 

審議結果 異議なし   12名 異議あり   0名 

質問・意見等  別紙に記載 

 

議題３ その他（ご意見等） 

質問・意見等  別紙に記載 

  



委員からのご意見等に対する事務局からの回答 

 

議題（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査について 

ご意見等 回答 

地域での活動に参加していな

い理由に「コロナウイルス感染

症が心配だから」を追加したの

は良かった。 

貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。 

厚生労働省から示された調査票は前回と変更あり

ませんが、コロナ感染症の影響も考えられること

から、独自項目に追加することといたしました。 

コロナウイルス感染症が収束

しない中、この項目を追加した

ことは良いことだと思います。 

 

議題（２）在宅介護実態調査について 

ご意見等 回答 

「個人情報の取扱いについて」

の説明の中で、「本人の許可な

く・・・」と記載があるが、無

記名のアンケートに関わらず

名前が知れるという不安が生

じないか。 

貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。 

「個人情報の取り扱いについて」の記載につては、

個人情報の保護および調査結果の活用方法につい

てお示ししたうえで、調査票に同意を取るために

記載したものとなります。 

なお、安心して回答いただくために、調査結果の

利用により、「個人が識別されることはない」こと

を明確にする旨を追記したいと考えています。 

 

議題（３）その他 

ご意見等 

以前、回答した方から、回答し

ても結果が分からないという

意見があった。アンケート結果

の周知方法を検討いただきた

い。 

貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。 

無記名でのアンケートとなるため、結果を個別に

お知らせすることは難しいですが、ホームページ

への掲載等、結果の周知方法について検討いたし

ます。 

アンケートの回収率を上げ、介

護行政の意気込みになるよう

に、アンケートの返信用封筒に

一工夫（色・キーワードの標記

等）加えたらどうか。 

貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。 

封筒の工夫として、往信用封筒に「〇〇アンケー

ト在中」の表示と、提出期限を記載することとい

たしました。 

さらに、甲州市介護サービス事業者連絡協議会の

居宅部会に、アンケートへの協力を依頼しました。 

また、前回同様に、認定調査にあわせ、聞き取り

での調査を実施することとしております。 

なお、市民への周知といたしまして、広報１１月

号への掲載を予定しております。 



ご意見等 

この調査が支援につながるよ

うにしていきましょう 

貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。 

ご意見のとおり、この調査は甲州市の実情を把握

するための貴重なデータとなります。計画策定に

とどまらず、事業の実施につなげてまいります。 

コロナ禍ではあるが、一般介護

予防事業、介護予防生活支援事

業の積極的な取組が必要。 

特にももたろう塾の対象範囲

を広げ、支援に繋がらないよう

予防することが大事。 

貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。 

コロナ禍の影響から生活が不活発になると、身体

や認知機能等の低下リスクが高まりますので、こ

れまで以上に介護予防事業への積極的な取り組み

が重要と考えます。感染拡大防止対策を図り、引

き続き事業を実施してまいります。 

ももたろう塾につきましては、「介護予防・日常生

活支援総合事業」の短期集中予防サービス・通所

型サービス C として継続実施しておりますが、本

サービスを必要とする多くの皆様にご利用いただ

きますよう、適切な相談支援や周知に努めてまい

ります。また、対象範囲の拡大につきましては、

その効果も踏まえ研究いたします。 

介護は「する人」「される人」の

一対の対応だけではない。 

家族内に複数の場合や、異なる

介護、悩みがある場合がある。 

重層的相談体制の確立に力を

入れる時代。 

介護者側の意見をもう少し掘

り下げる必要があると感じま

す。 

貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。 

ご意見のとおり、これまで介護支援課として、介

護における問題や課題に対して相談支援を行って

まいりましたが、一人ひとりの抱える課題は複雑

化・複合化しております。 

そのため、当市では、介護、障害、子ども、生活困

窮など、相談者の属性・世代を問わない包括的な

相談支援体制を構築するため、新たな事業として

「重層的支援体制整備事業」に取り組んでおりま

す。 

多機関が連携して取り組んでいくことが必要とな

りますので、今後も皆様のご理解ご協力をお願い

いたします。 

 


